
最高1800rpm/27ℓ 1800rpm/27ℓ 1300rpm/19.49ℓ（約20ℓ）

常用最高圧力245MPa（2,450kgf/c㎡）

計算方法→（1300rpm÷1800rpm）×27ℓ＝19.4999…ℓ

最高1800rpm/28ℓ

常用最高圧力200MPa（2,000kgf/c㎡） 1300rpm以上で使用するためには、ポンプから最低20ℓ以上水を

吐出させなければいけない。

最高1800rpm/18ℓ

常用最高圧力220MPa（2,200kgf/c㎡）

1800rpm/28ℓ 1300rpm/20.22ℓ（約21ℓ）

計算方法→（1300rpm÷1800rpm）×28ℓ＝20.2222…ℓ

弊社所有の超高圧ウォータージェットポンプには、「産業用ディーゼルエンジン」が搭載されています。

1300rpm以上で使用するためには、ポンプから最低21ℓ以上水を

産業用ディーゼルエンジンも、自動車やトラック用のエンジンと構造はほぼ同じです。 吐出させなければいけない。

エンジンオイルや冷却水など、自動車やトラックを運転する前には必ずチェックするよう教習所では教えられたと思います。

1800rpm/18ℓ 1300rpm/12.99ℓ（約13ℓ）

超高圧ウォータージェットも同じです。必ず使用前には点検を行って下さい。

計算方法→（1300rpm÷1800rpm）×18ℓ＝12.9999…ℓ

1300rpm以上で使用するためには、ポンプから最低13ℓ以上水を

吐出させなければいけない。

ポンプはエンジン回転数が1300rpm以下で昇圧使用するとエンジンに強振点が現れて、振動が大きくなります。

ただし、暖機運転等のアイドリング運転は、ポンプ無負荷運転なので500rpm程度でも強振点は有りません。

強振点が現れると、各所ボルト・ナットの緩みや、配管等へ負荷がかかりヒヅミが発生します。

少しでもヒヅミが発生すると、配管内に超高圧力がかかっているため、簡単に亀裂や破損を起こしポンプが故障してしまいます。

そのためポンプはエンジン回転数1300rpm～1800rpmで使用しなければいけません。

ただし、エンジン回転数が上がれば燃料消費も比例して上がるので、なるべく低めの回転数で安定して使用出来れば、燃料コストの削減にも繋がります。

燃料消費が削減されることは、大きなくくりで地球環境への負荷低減にも繋がり、会社企業としての社会貢献にも繋がります。

BCTC SUPER COMBO C302：

・超高圧ウォータージェットのエンジン回転数

・超高圧ウォータージェットポンプの吐出水量計算

☆Hi-Jet3000の場合・・・

☆Hi-Jet3000STの場合・・・

☆BCTC C302の場合・・・

超　高　圧　ウ　ォ　ー　タ　ー　ジ　ェ　ッ　ト　ポ　ン　プ　の　ノ　ズ　ル　選　定　に　つ　い　て

Hi-Jet3000：

Hi-Jet3000ST：

・超高圧ウォータージェットポンプの紹介

・超高圧ウォータージェットのエンジン



・アクアセルローターⅡASR-2515-A-10（大ナベ）

0.25×2個　/　0.3×2個　/　0.35×2個

（1.4ℓ×2個）+（2.1ℓ×2個）+（2.8ℓ×2個）＝12.6ℓ

最低吐出量20ℓ-12.6ℓ＝7.4ℓ

あと7.4ℓ以上リークノズルから吐出させなければいけない。

ノズルΦ径（mm）0.65→8.3ℓ

（アクアセルローター12.6ℓ）+（リークノズル8.3ℓ）＝20.9ℓ

（吐出水量20.9ℓ÷ポンプ最高吐出水量27ℓ）×エンジン最高回転数1800rpm＝1393.3333…rpm　※理論値

（1.2ℓ×2個）+（1.8ℓ×2個）+（2.4ℓ×2個）＝10.8ℓ

ノズルΦ径（mm）0.65→7.2ℓ

10.8ℓ+7.2ℓ＝18.0ℓ→（18.0÷27）×1800＝1199.9999…となり、1300rpmを下回るのでリークノズルの設定変更が必要となります。

ノズルΦ径（mm）0.75→9.6ℓ

10.8ℓ+9.6ℓ＝20.4ℓ→（20.4÷27）×1800＝1359.9999…となるので使用可能となります。

※設定圧力150MPa・・・

使用ノズルΦ径（mm）・・・

設定圧力200MPa・・・

Hi-Jet300で使用する場合・・・


